
7月24日 福留先生 「SDH勉強会」

Take home message
1 (医者が)「困った患者さん」は、患者さん自
身が「困っている」ことを抱えているのでは?と
立ち止まろう
2 SDHの視点をもとう
3 多職種に協力を求めよう

健康の社会的決定要因
(Social determinants of 
health:SDH)についてグループ
ワーク


